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あ べ ・ の り ま さ  ☆  1 9 4 9 年 1 0 月 、 愛 媛 県 越 智 郡 大 西 町 （ 現 ・ 今 治 市 大

西 町 ） に て 誕 生 。 1 9 5 6 年 4 月 大 西 町 立 大 井 小 学 校 入 学 。 1 9 6 2 年 4 月 大

西 町 立 大 井 中 学 校 へ 入 学 。翌 年 に 他 校 と 統 合 し て 大 西 町 立 大 西 中 学 校 に な っ

た た め 1 9 6 5 年 3 月 大 西 中 学 校 の 第 2 期 生 と し て 卒 業 。 1 9 6 5 年 4 月 愛 媛

県 立 今 治 工 業 高 等 学 校 紡 織 科 に 入 学 し 、 本 格 的 に タ オ ル 製 造 に つ い て 学 ぶ 。

1 9 6 8 年 3 月 同 校 紡 織 科 を 卒 業 し た の ち 、 父 親 が 1 9 6 8 年 5 月 に 創 業 し た

阿 部 春 タ オ ル 工 場 へ 入 社 し 、工 場 長 に 就 任 。製 織 工 程 の 技 術 者 と し て キ ャ リ

ア を 積 み 、 1 9 8 3 年 国 家 技 能 検 定（ 織 機 調 整 ） 1 級 を 取 得 。 そ の 後 も 数 々 の

表 彰 を 受 け 、現 在 は「 今 治 タ オ ル 技 能 士 会 」の 主 要 メ ン バ ー と し て 後 進 の 育

成 に 力 を 注 い で い る 。  

阿 部 憲 政 氏 は 、 株 式 会 社 阿 部 春 工

場 の 代 表 と し て 、ま た 工 場 長 と し て

お よ そ 6 0 年 も の 間 タ オ ル を つ く り

つ づ け て き た 製 織 技 術 者 で あ る 。

2 0 1 2 年 に タ オ ル マ イ ス タ ー に 認

定 さ れ 、現 在 も 現 役 で タ オ ル を つ く

り な が ら 、今 治 タ オ ル 工 業 組 合 内 に

あ る「 今 治 タ オ ル 技 能 士 会 」の 主 要

メ ン バ ー と し て 後 進 の 指 導 に あ た

っ て い る 。  

 2 0 0 0 年 廃 止 の 「 国 家 技 能 検 定 」

に 代 わ る 制 度 の 創 設 に 尽 力 し 、

2 0 1 1 年 に 厚 生 労 働 省 認 定「 四 国 タ

オ ル 工 業 組 合 社 内 技 能 検 定（ 織 機 調

整 ）」を 設 置 し た 功 績 は 大 き い 。今 回

は 業 界 の 発 展 に 欠 か せ な い 人 物 で

あ る 、 阿 部 氏 に フ ォ ー カ ス す る 。  

阿部憲政氏 
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1．  幼 少 青 年 時 代  

 

 阿 部 憲 政 氏 は 、 1 9 4 9 年 1 0 月 1 2 日 に 越 智 郡 大 西 町 （ 現 ・ 今 治

市 大 西 町 ） に 阿 部 春 男 氏 と ヨ シ コ 氏 と の 間 に 長 男 と し て 誕 生 し た 。

下 に は 7 つ 年 の 離 れ た 哲
さとし

氏 が い る 。  

父 親 の 春 男 氏 は 、 1 9 1 8 年 2 月 2 4 日 に 大 西 町 で 木 挽
こ び き

職 人 の 次 男

と し て 生 ま れ た 。 第 二 次 世 界 大 戦 で 戦 況 が 悪 化 し つ つ あ っ た 19 44

年 に 志 願 し て ビ ル マ 戦 線 に 赴 き 、激 戦 の な か

重 傷 を 負 っ た 。胸 と 膝 に 銃 弾 を 受 け て 負 傷 し 、

命 か ら が ら 帰 国 し た 。膝 に 埋 め 込 ま れ た 銃 弾

は 、当 時 応 急 処 理 さ れ た 手 術 で は う ま く 除 去

で き ず 、 破 片 を 残 し た ま ま 7 0 歳 を 過 ぎ て よ

う や く と り 除 か れ た 。  

春 男 氏 は 、 戦 後 、 し ば ら く 役 場 で 配 給 の 仕

事 に 就 い た が 、モ ノ づ く り が 好 き だ っ た た め 、

今 治 市 で タ オ ル を つ く っ て い た 大 沢 タ オ ル

に 入 社 し 、 そ の 後 （ 株 ） 桃 太 郎 浴 巾 で 男 工 と し て 整 経 や 製 織 、 織 機

調 整 な ど の 技 術 を 学 ん だ 。 そ し て 、 産 地 で は 大 手 の タ オ ル メ ー カ ー

だ っ た 宮 崎 タ オ ル（ 株 ）（ 宮 崎 タ オ ル に つ い て は「 タ オ ル び と 」201 5

年 1 月 号 ・ 2 月 号 、 2 0 1 9 年 1 2 月 号 を 参 照 ） に 移 り 、 タ オ ル づ く

り に 従 事 し な が ら 、宮 崎 タ オ ル が 当 時 力 を 入 れ て い た「 ジ ャ カ プ リ 」

と 呼 ば れ た ジ ャ カ ー ド 織 機 で 織 ら れ た バ ス タ オ ル を 海 外 へ 輸 出 す る

担 当 者 と し て 事 務 的 な 作 業 も こ な し た 。  

 

なんでも分解して組み立てる、手先の器用な少年時代  

 

 阿 部 氏 は 、 1 95 6 年 4 月 に 大 西 町 立 大 井 小 学 校 に 入 学 し た 。勉 強

は 嫌 い だ っ た が 、 手 先 が 器 用 で 「 ネ ジ を 緩 め た り 締 め た り す る の が

好 き 」 で 、 周 り に あ っ た 物 、 た と え ば 自 転 車 を 分 解 し て は 組 み 立 て

る と い う 遊 び を し て い た 。 手 先 が 器 用 と 言 っ て も 例 外 が あ っ た 。 家

 

父 親 の 阿 部 春 男 氏  
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庭 科 の 裁 縫 の 時 間 に 初 め て 学 ん だ 糸 結 び で あ る 。そ の 理 由 は 、「 こ ん

な 女 の 子 っ ぽ い こ と は 嫌 だ な 」 と お も っ た か ら で あ る が 、 の ち に 阿

部 氏 は 製 織 技 術 者 と し て 数 え 切 れ な い ほ ど の 糸 結 び を 経 験 す る こ と

に な る 。  

幼 少 の 頃 、 父 親 の 働 く 姿 を 直 に み る 機 会 は ほ と ん ど な か っ た が 、

父 親 が ワ イ ヤ ー を 使 っ て 巧 み に 弓 矢 を つ く っ て く れ た り 、 そ の ほ か

に も 手 作 り の 玩 具 を た く さ ん 拵 え て く れ た り し た 。 阿 部 氏 の 手 先 の

器 用 さ と 創 作 好 き は 、 父 親 譲 り で あ る 。 家 は 貧 し い な が ら も 、 阿 部

氏 は 自 然 豊 か な 大 西 町 で モ ノ づ く り の 楽 し さ を 学 び な が ら 元 気 よ く

育 っ た 。  

大 井 小 学 校 を 卒 業 後 、 1 9 6 2 年 4 月 に 大 井 中 学 校 に 入 学 し た 。同

校 は 、 翌 年 の 1 9 6 3 年 4 月 に 大 西 町 立 大 井 中 学 校 （ 19 47 年 4 月

開 校 ）と 大 西 町 立 小 西 中 学 校（ 194 7 年 4 月 開 校 ）が 統 合 し 、 大 西

町 立 大 西 中 学 校 （ 2 0 0 5 年 今 治 市 立

大 西 中 学 校 ） と な り 、 阿 部 氏 は 大 井

中 学 校 の 最 後 の 入 学 生 と な っ た 。 当

時 、 大 井 中 学 校 で は 8 ク ラ ス 3 3 1

名 、 小 西 中 学 校 で は 6 ク ラ ス 2 5 0

名 の 学 生 が 在 籍 し て お り 、 統 合 に よ

っ て 60 0 名 近 い 規 模 の 中 学 校 が 誕

生 し た （ 大 西 中 学 校 創 立 5 0 周 年 記

念 事 業 実 行 委 員 会 編 『 今 治 市 立 大 西

中 学 校  創 立 5 0 周 年 記 念 誌 』 原 印

刷 、 2 0 1 2 年 、 3 5 頁 ）。 変 わ ら ず 学

校 の 勉 強 は あ ま り 好 き で は な か っ

た が 、 所 属 し た バ ス ケ ッ ト 部 を は じ

め 学 校 で の 活 動 に は 真 面 目 に と り 組 ん だ 。そ し て 、 19 65 年 3 月 に

新 生 の 大 西 中 学 校 の 第 2 期 生 と し て 卒 業 し た の ち 、父 親 が タ オ ル の

技 術 者 で あ っ た こ と や モ ノ づ く り に 興 味 が あ っ た こ と も あ り 、 専 門

的 に タ オ ル の 技 術 を 学 べ る 学 校 へ の 進 学 を 決 め た 。  

 

中 学 時 代 の 阿 部 氏  

（ 出 典 ： 大 西 中 学 校 創 立 5 0 周 年

記 念 事 業 実 行 委 員 会 編 『 今 治 市 立

大 西 中 学 校  創 立 5 0 周 年 記 念 誌 』  

2 0 1 2 年 、 原 印 刷 ）。  
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1 9 6 5 年 4 月 、阿 部 氏 は 愛 媛 県 立 今 治 工 業 高 等 学 校 紡 織 科 に 入 学

し 、 将 来 を 見 据 え て タ オ ル づ く り に 必 要 な 知 識 を 修 得 し た 。 高 校 で

は 写 真 部 と タ オ ル 文 化 部 に 所 属 し 、 と く に 写 真 部 の 活 動 を と お し て

写 真 機 と 写 真 撮 影 に の め り 込 ん で い っ た 。 こ の 頃 か ら 家 族 写 真 や 風

景 写 真 な ど 阿 部 家 の ア ル バ ム に 残 っ て い る 写 真 の ほ ぼ す べ て は 、 阿

部 氏 に よ っ て 撮 ら れ た も の で あ る 。 写 真 撮 影 の 延 長 で ビ デ オ の 撮 影

に も 興 味 を も つ よ う に な り 、 ビ デ オ を 片 手 に 被 写 体 探 し に 明 け 暮 れ

た 時 期 も あ っ た 。  

タ オ ル 文 化 部 は 、 紡 織 科 で 習 う 知 識 や 技 術 を ベ ー ス に し な が ら 、

学 生 た ち が タ オ ル 工 場 さ な が ら の タ オ

ル づ く り に 挑 戦 す る 場 で あ っ た 。顧 問 が

7 つ 年 上 の 若 い 女 性 の 先 生 で 、穏 や か な

雰 囲 気 の な か で 多 く の こ と を 先 生 か ら

教 わ っ た 。  

近 い 将 来 、運 転 免 許 は 必 要 だ ろ う と 考

え 、 高 校 2  年 の 夏 休 み に 1 7 歳 で 軽 四

自 動 車 の 免 許 を 取 得 し 、 高 校 3 年 の 冬

休 み に 1 8 歳 で 普 通 自 動 車 の 免 許 も 取

得 し た 。  

高 校 時 代 は 授 業 や 部 活 動 の 合 間 も 忙

し い 毎 日 で あ っ た が 、一 度 も 授 業 を 休 む

こ と な く 皆 勤 賞 を も ら っ た 。 高 校 時 代 を 満 喫 し た 阿 部 氏 は 、 1 9 6 8

年 3 月 に 同 校 紡 織 科 を 卒 業 し 、卒 業 後 す ぐ に ア マ チ ュ ア 無 線 の 資 格

も 手 に 入 れ 、 写 真 や ビ デ オ 以 外 に 趣 味 の 幅 を 広 げ て い っ た 。  

機 械 い じ り の 好 き な 少 年 は 、 現 在 の よ う な 携 帯 電 話 や ス マ ー ト フ

ォ ン が な い 時 代 に 、 無 線 を 通 じ て 人 と 繋 が っ て い る の が 面 白 く 、 ま

た そ の 構 造 原 理 を 学 ぶ の が 爽 快 だ っ た 。 ア マ チ ュ ア 無 線 は い ま で も

阿 部 氏 の 心 踊 る 趣 味 の ひ と つ で あ る 。  

 

 

 

高 校 時 代 の 阿 部 氏  
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2 .  株 式 会 社 阿 部 春 工 場 に つ い て  

 

高校卒業後 、小 さなタオル工場を切 り盛 り  

 

 阿 部 氏 は 、高 校 卒 業 後 す ぐ に 父 親 の 春 男 氏 が 1 9 6 8 年 5 月 に 創 業

し た 阿 部 春 タ オ ル 工 場 に 入 社 し た 。 大 西 町 に あ る 自 宅 の ま え の 細 い

道 を 挟 ん だ 土 地 に 工 場 を 建 て 、中 古 の 整 経 機 1 台 と（ 株 ）矢 原 織 機

製 作 所 製   8 5 イ ン チ の シ ャ ト ル 織 機 4 台 を 据 え 、 宮 崎 タ オ ル の

下 請 け と し て 輸 出 用 の バ ス タ オ ル や タ オ ル ケ ッ ト 、 ジ ャ カ プ リ な ど

を 製 造 し た 。  

当 時 は 綛 糸
か せ い と

の 時 代 で あ り 、「 綛 糸 か ら チ ー ズ に す る ん で す が 、昔 の

も の は 長 さ が 短 い し 、千 切
ち き

り（ 経 糸 を 巻 い て お く 部 分 ）の 直 径 も 2 2

イ ン チ や 2 4 イ ン チ く ら い や け ん 、 3 0 玉 く ら い し か 巻 け な ん だ け

ん ね 」 と 阿 部 氏 が 言 う よ う に 、 い ま に 比 べ る と 準 備 工 程 に た い そ う

手 間 が か か っ た 。 そ し て 、 阿 部 春 タ オ ル 工 場 で は 、 晒 し 染 め の 加 工

は で き な い た め 産 地 の 中 央 繊 維 （ 株 ） に 依 頼 し て い た 。  

 

 

現 在 の 工 場 の 様 子  

 

LOOKS
ノート注釈
今治市に本社工場のある、織機メーカー。
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 タ オ ル 工 場 の 創 設 は 父 親 が 阿 部 氏 の 高 校 卒 業 の タ イ ミ ン グ を 狙 っ

て 計 画 さ れ た も の で あ る が 、そ の と き 阿 部 氏 の 小 さ な 貢 献 に つ い て 、

つ ぎ の よ う な エ ピ ソ ー ド が あ る 。 自 宅 の 前 に 細 い 道 が あ り 、 最 終 的

に は そ の 道 を 挟 ん で タ オ ル 工 場 が 建 て ら れ た が 、 そ の 区 域 が 農 地 で

元 々 宅 地 用 土 地 で な か っ た た め 、 す ん な り と 工 場 建 設 に は 至 ら な か

っ た 。 父 親 は 、 書 類 を 揃 え て 足 繁 く 役 所 に 足 を 運 ん だ が 、 な か な か

許 可 が 下 り な い 。 そ こ で 、 書 類 に く わ え て 工 場 建 設 予 定 地 の 写 真 を

用 意 し よ う と 考 え 、当 時 高 校 生 だ っ た 阿 部 氏 に 写 真 撮 影 を 依 頼 し た 。

高 校 の 写 真 部 で 腕 を 磨 い て き た だ け あ っ て 、 阿 部 氏 は 得 手 に 建 設 予

定 地 を 含 め 土 地 周 辺 の 写 真 を 撮 影 し た 。 父 親 は 、 そ の 写 真 を 携 え て

す ぐ さ ま 役 所 に 提 出 し た と こ ろ 、 今 度 は 容 易 に 工 場 建 設 の 許 可 が 下

り た 。 工 場 建 設 に 際 し て 、 阿 部 氏 も 一 役 買 っ た と い う エ ピ ソ ー ド で

あ る 。  

 

シャトル織機 4 台からスタート  

 

 表 1 を 参 照 し な が ら 、阿 部 春 タ オ ル 工 場（ の ち 、株 式 会 社 阿 部 春

工 場 ） の 歴 史 を み て み よ う 。 1 96 0 年 代 は タ オ ル ケ ッ ト を は じ め 大

判 タ オ ル の 売 れ 行 き が 好 調 で あ り 、 阿 部 春 タ オ ル 工 場 で は 今 治 ル ー

ム   が 製 作 し た 、通 称「 今 治 式 シ ャ ト ル 織 機 」 2 台 を 1 9 7 0 年 に

増 設 し た 。 し か し 、 197 2 年 に 落 雷 に よ り 工 場 が 半 焼 し て し ま う 。

鎮 火 後 、 阿 部 氏 は 、 さ っ そ く シ ャ ト ル 織 機 の 状 況 を 確 認 し 、 損 傷 を

受 け た 部 分 を と り 除 い て 復 元 し 、 6 台 と も 見 事 に 再 稼 働 さ せ た 。

1 9 7 4 年 に は 織 機 の 部 品 を 供 給 し て い た 米 谷 商 事（ 株 ）か ら 2 台 の

シ ャ ト ル 織 機 を 譲 り 受 け 、計 8 台 と し た 。 1 9 7 6 年 に は 創 業 時 に 中

古 で 購 入 し た 旧 式 の 整 経 機 を 処 分 し 、 代 わ り に 新 し く （ 株 ） 奥 井 鉄

工 所 製 の 整 経 機 を 設 置 し た 。  

1 9 8 0 年 代 か ら 1 990 年 代 前 半 に か け 、 阿 部 春 タ オ ル 工 場 で は

徐 々 に 旧 式 の シ ャ ト ル 織 機 を 処 分 し 、 タ オ ル ケ ッ ト を 効 率 良 く 製 織

で き る ト ヨ タ エ イ ト の 導 入 を 図 っ た 。  

LOOKS
ノート注釈
今治市にあった個人事業の小規模織機メーカー。
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1 9 8 0 年 、 父 親 の 春 男 氏 が 阿 部 春 タ オ ル 工 場 と は 別 に 設 立 し た 丸

高 タ オ ル （ 株 ）   が 所 有 し て い た シ ャ ト ル 織 機 ２ 台 を 譲 り 受 け 、

計 1 0 台 に 拡 張 し た 。 つ づ い て 19 8 2 年 に 旧 式 の 織 機 2 台 を 処 分

し 、 今 治 の タ オ ル メ ー カ ー で あ っ た 田 中 織 布 （ 株 ）   か ら ト ヨ タ

エ イ ト 2 台 を 買 い う け 、そ れ ら を 広 幅 の「 ト ヨ タ 9 5 A」に 変 更 し て

横 織 り 製 織 に よ る 枚 数 の 増 加 を 実 現 し た 。 198 5 年 に は 矢 原 織 機 製

作 所 製 の レ ピ ア 式 革 新 織 機 を 2 台 導 入 し 計 1 2 台 体 制 と し 、こ の 時

点 で も お も に 大 判

の タ オ ル ケ ッ ト を

生 産 し た 。  

さ ら に 、無 地 タ オ

ル の 製 造 で 生 産 性

を 上 げ る た め に 、

1 9 9 0 年 に 旧 式 の

織 機 を 4 台 処 分 し 、

今 治 の タ オ ル メ ー

カ ー で あ っ た 唐 子

タ オ ル（ 株 ）  か

ら ト ヨ タ エ イ ト 4

台 を 買 い と り 、

1 9 9 3 年 に も 旧 式

の 織 機 4 台 を 処 分 し て 、お な じ く 今 治 の タ オ ル メ ー カ ー で あ っ た 阿

部 工 業 （ 株 ）   か ら ト ヨ タ エ イ ト 4 台 を 譲 り 受 け た 。  

1 9 9 1 年 、 阿 部 春 タ オ ル 工 場 の 将 来 を 考 え て 「 タ オ ル 」 を 社 名 か

ら 外 し 、 阿 部 春 工 場 に 改 称 し た 。 タ オ ル 以 外 の 織 物 も 製 造 で き る こ

と を 伝 え 、 ま た 社 名 が 短 い 方 が 覚 え や す い と い う 理 由 か ら で あ る 。  

1 9 9 0 年 代 に 入 っ て タ オ ル 工 業 全 体 の 生 産 量 が 減 少 し 、 代 わ っ て

輸 入 タ オ ル が 勢 い を 増 し て く る と 、 今 治 で も そ の 影 響 は 少 し ず つ 表

れ は じ め た 。  

 

 

 

メ カ 好 き な 阿 部 氏 が 2 台 目 に 購 入 し た  

マ ツ ダ の ル ー チ ェ と 阿 部 氏  

LOOKS
ノート注釈
今治市内にあったタオルメーカー。4台ほどの織機を所有する零細規模のメーカーであったが（「四国タオル工業組合 組合員名簿」1986年9月30日現在）、タオル不況の煽りをうけて1990年に廃業。

LOOKS
ノート注釈
今治市内にあったタオルメーカー。45台の織機を所有する中規模のメーカーであったが、1987年に倒産（「四国タオル工業組合 組合員名簿」1986年9月30日現在）。


LOOKS
ノート注釈
今治市内にあったタオルメーカー。16台の織機を所有する小規模のメーカーであったが（「四国タオル工業組合 組合員名簿」1986年9月30日現在）、2000年に廃業。


LOOKS
ノート注釈
今治市内にあったタオルメーカー。28台の織機を所有する小規模のメーカーであったが（「四国タオル工業組合 組合員名簿」1986年9月30日現在）、1995年に倒産。
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表 1   株 式 会 社 阿 部 春 工 場 沿 革  

 

 

1 9 9 6 年 に 阿 部 春 工 場 の 主 要 取 引 先 で あ っ た タ オ ル メ ー カ ー の ミ

タ カ ラ （ 株 ） が 倒 産 し 、 阿 部 春 工 場 は 1 , 5 0 0 万 円 の 負 債 を 抱 え た 。

翌 年 の 1 9 9 7 年 に は 大 阪 の タ オ ル 専 業 問 屋 で ミ タ カ ラ の 下 請 け を し

て い た 北 島 物 産 （ 株 ） が 倒 産 し 、 ふ た た び 2 0 0 万 円 の 損 失 を 出 し
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た 。 そ れ で も 阿 部 春 工 場 は 攻 め の 姿 勢 を 崩 さ ず 、 1 99 8 年 に ト ヨ タ

エ イ ト 4 台 を 処 分 し 、タ オ ル メ ー カ ー の 藤 富 か ら（ 株 ）岩 間 織 機 製

作 所 製 の レ ピ ア 式 革 新 織 機 2 台 を 買 い と り 、計 1 0 台 の 織 機 体 制 を

整 え た 。  

ト ヨ タ エ イ ト は 横 織 り で タ オ ル ケ ッ ト 生 産 に は 効 率 が 良 か っ た が 、

1 9 9 0 年 代 後 半 頃 よ り 、 阿 部 春 工 場 で は タ オ ル ケ ッ ト よ り も フ ェ イ

ス タ オ ル や バ ス タ オ ル な ど に 力 を 入 れ る よ う に な っ た た め 、 ト ヨ タ

エ イ ト か ら レ ピ ア 式 革 新 織 機 に 移 行 し つ つ あ っ た 。 20 01 年 、 今 治

タ オ ル 全 体 の 生 産 規 模 が さ ら に 減 少 す る な か で 、 阿 部 氏 は ト ヨ タ エ

イ ト 2 台 を 処 分 し て 岩 間 織 機 製 レ ピ ア 式 革 新 織 機 1 台 を 導 入 し た 。

こ の 時 点 で ト ヨ タ エ イ ト 4 台 、 レ ピ ア 式 革 新 織 機 5 台 の 計 9 台 と

な っ た 。  

 

 

父 親 の 春 男 氏 （ 左 ）、  

母 親 の ヨ シ コ 氏 （ 中 央 ）、 阿 部 憲 政 氏 （ 右 ）  

 

 1 9 9 9 年 3 月 2 3 日 、 生 涯 現 役 で タ オ ル を つ く り つ づ け た 父 親 の
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春 男 氏 が 8 1 歳 で こ の 世 を 去 る 。 阿 部 春 工 場 で の タ オ ル づ く り は 創

業 当 初 か ら 阿 部 氏 に よ っ て 担 わ れ て き た が 、 同 年 3 月 2 4 日 か ら 名

実 と も に 阿 部 氏 が 二 代 目 と し て 工 場 を 継 承 し た 。  

 （ 次 号 に つ づ く ）  

 

 




